
教育委員会定例会日程

平成２３年９月２６日

１ 開 会

２ 前回会議録の承認

３ 会議録署名委員の決定

４ 議事

日程第１

議案第２７号

教育委員会委員長の選挙について （教育総務課）

日程第２

議案第２８号

教育委員会委員長職務代理者の指定について （教育総務課）

５ 報告事項

（１）第４７回全国史跡整備市町村協議会大会の開催について

（資料１ 文化財課）

（２）松永記念館美術展の観覧料について （資料２ 生涯学習課）

（３）斑鳩町交流展示の実施について （資料３ 生涯学習課）

６ 閉 会



議案第２７号

教育委員会委員長の選挙について

教育委員会委員長の選挙について、議決を求める。

平成２３年９月２６日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



議案第２８号

教育委員会委員長職務代理者の指定について

教育委員会委員長職務代理者の指定について、議決を求める。

平成２３年９月２６日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



第４７回全国史跡整備市町村協議会大会の開催について

全国史跡整備市町村協議会の平成 24 年度の全国大会を小田原市を開催市として開催す

る見込みとなったため、報告します。

１ 全国史跡整備市町村協議会の概要

（１） 設立 昭和４１年１月

（２） 目的

主として史跡名勝、天然記念物及び重要文化的景観を有する市町村をもって組織さ

れ、加盟市町村が協調して、史跡等の整備に関する調査研究及びその具体的方策の推

進を図り、もって文化財の保存と活用に資することを目的とする。

（３） 組織

ア 会長市 宮城県多賀城市（平成 16年～平成 19年の間は、小田原市が会長市）

イ 加盟市町村

① 全国５２４市町村（市：３７２、町：１３６、村：１６ 平成 23年７月現在）

② 神奈川県内の加盟状況

７市町（横須賀市、鎌倉市、小田原市、逗子市、相模原市、海老名市、箱根町）

２ 開催時期及び日程（予定）

（１）開催時期 平成 24年 10 月中旬

（２）開催内容

ア 総会、講演会、記念公演

イ エクスカーション（各史跡等文化財の視察）

３ 大会運営

小田原市が事務局となり、神奈川県や神奈川県内全国史跡整備市町村協議会加盟市町等

の協力を得て実行委員会を組織して運営する予定

４ 出席予定団体

（１）全国史跡整備市町村協議会加盟市町村

（２）文化庁

（３）神奈川県

（４）史跡保全議員連盟

５ 過去の開催状況

裏面「全史協大会開催地一覧表」参照

資料 １





資料２

松永記念館美術展の観覧料について

１ 基本的考え方

(1) 松永耳庵が美術館として設立した松永記念館の有効活用を図るという観点か

ら、その美術館及び茶道文化の発信拠点としての活用等を推進する。

(2) 「小田原市歴史的風致維持向上計画」に基づき松永記念館の改修整備等を着

実に推進する。

(3) 松永記念館の美術館としての魅力向上を図るため、新たに、近隣の美術館と

の連携による松永記念館交流事業（美術館交流）や、市民グループとの協働

（実行委員会方式、共催等）による美術展を実施し、市民・観光客らを対象に

質の高い美術品を展示する。

(4) これら特別な美術展を実施する場合は、観覧者に一定の負担を求めることに

より、運営基盤の安定化等を図る。

２ 観覧料徴収の根拠

小田原市郷土文化館条例第７条では、「市長は、特別の展示をする場合は、

５００円の範囲内で観覧料を徴収することができる。」と規定されていることか

ら、前記のような特別な美術展の実施に際し、これにより観覧料を徴収するもの

とする。

３ 観覧料の徴収額

原則として、一般（大人）５００円、高校生・大学生３００円、中学生以下無

料とするが、展示内容等も勘案し適宜に設定する。

４ 平成２３年度開催予定の展示会

(1) 松永記念館交流事業（美術館交流）－松永記念館交流美術展

内容：成川美術館で所蔵する平山郁夫ら文化勲章受章者を含む日本画の大家

の作品約５０点を展示する予定

会期：１０月２２日（土）～１１月２０日（日）

(2) 長谷川潾二郎展

内容：市民グループと市とで構成する実行委員会により、小田原ゆかりの所

蔵家が所有する洋画家長谷川潾二郎の作品約３０点を展示する予定

会期：１月７日（土）～１月３０日（月）



資料３

斑鳩〔いかるが〕町交流展示の実施について

１ 経緯

昨年８月の広報に概要が掲載された加藤市長と法隆寺（奈良県斑鳩町）の大野玄妙管長との対

談において、奈良時代の小田原市域に法隆寺の食封が設定されていた事実を前提とした法隆寺及

び小田原と斑鳩との歴史的な関係のあり方、法隆寺ゆかりの聖徳太子の教えの尊さやこれに学ん

だ町づくり、人づくり等が話題となった。

これを機に、その後、小田原市と斑鳩町との間で、上記を踏まえた文化的な交流の方法等につ

いて意見交換がなされたが、この過程で、斑鳩町の側から、小田原市の施設を会場として、小田

原と斑鳩との歴史的な関係を広く小田原市民に紹介するような展示会を開催したいとの要望が出

された。

これを受けて、本市郷土文化館及び斑鳩町文化財センターにおいて、下記のような内容で展示

会を実施する方向で調整を進めている。

２ 実施内容

食封の設置を中心とした、小田原と斑鳩との歴史的な関連性をテーマとし、法隆寺、法起寺、

中宮寺等の寺院に関する出土遺物、法隆寺宝物を中心とした展示構成が検討されている。

会場：郷土文化館

会期：２月下旬～３月下旬頃

３ 斑鳩町の概要（平成２３年７月末）

面 積 １４．２７平方キロメートル

人 口 ２８，６０５人

世帯数 １１，０８５世帯

町の木 くろまつ

町の花 さざんか

世界文化遺産の法隆寺など聖徳太子ゆかり文化財や藤ノ木古墳等を始め日本古代史に関わる重

要な史跡等が数多く残されている。

＊食封〔じきふ〕

寺院や親王・内親王らの皇族、貴族らに、俸禄として与えられた公民の戸〔こ〕

これを与えられた寺院等は、食封とされた戸から、本来、国に収められる税金のうちの大部分

を収納することができた。


